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幼児の教育・保育は、幼児にとって妓適な環境を準備し、遊びを保育内容の中心に据え、幼児

の心身の発達を保証することにある。したがって、幼稚園教諭・保育士（以後保育者）による

遊びに関わる保育教材研究は最も重要である。

遊びの本質は心理学的に言えば､自発的な内的動機づけによる､楽しさや面白さの追求である。

その行動が子どもの意欲を育て、自己の態度を形成する。体育学的には、楽しい知覚一運動遊び

を豊かに体験することによって身体機能の自己組織化を助長することにある。遊びの楽しさの|階

層構造として、本能的欲求である動くこと自体の楽しさの段階、新しい動作の獲得による楽しさ

の段階、それに加えて運動の原則や原理の認識による楽しさの段階、終局的には運動の課題解決

能力の猫得による楽しさの段階が考えられる。そして、遊びにおける人との関わり方が付加され

ると楽しさと遊びの質的変化がもたらされる。

全国の幼稚園や保育所においては、幼児にとって楽しい伝承遊びが保育教材として活用されて

きた。伝承遊びには半潔(1980)、笠間(2005)らが示したごとく、奈良・平安時代から伝わって

いる遊び、終戦後の路地裏遊びとして子どもたちの間で伝えられてきた、比較的新しい遊びも含

まれている。

筆者らは伝承遊びについて、全国の幼稚園や保育所を対象に調査し、伝承遊びの実施率は保育

者の年代や地域差と関連があったことを報告した(2007)。その後、園種や設置形態による保育

者の認識に差があることについても報告した(2010)。

本報告は、前述の調査結果を踏まえて、東海地区における保育者の伝承遊びに関する特徴と課

題について明らかにしたものである。
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